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比嘉なつみ顧問と語る
中川郁子衆議院議員、藤田一雄北海道
歯科医師連
盟 会 長との
鼎 談（ 4 、5
面に記事掲
載）
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今
年
の
桜
の
開
花
は
、
昨
年

に
比
べ
て
少
し
遅
い
開
花
と
な

っ
た
。
と
は
い
え
、
例
年
通
り

か
数
日
遅
め
の
開
花
で
あ
る
。

２
月
下
旬
以
降
気
温
の
低
い

日
が
多
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
と

思
わ
れ
る
。
こ
の
季
節
は
本
当

に
日
本
人
で
よ
か
っ
た
と
毎
年 

思
う
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
サ
ッ

カ
ー
、
ラ
グ
ビ
ー
な
ど
の
日
本

チ
ー
ム
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
に
も

飾
ら
れ
、
日
本
の
象
徴
と
も
い

え
る
桜
。
な
ぜ
日
本
で
は
そ
ん

な
に
桜
が
愛
で
ら
れ
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
日
本
は
四
季
が
は
っ

き
り
し
て
お
り
、
寒
さ
の
厳
し

い
「
冬
」
が
終
わ
り
、
様
々
な

物
事
の
「
は
じ
ま
り
」
を
迎
え

る
「
春
」
が
待
ち
遠
し
く
、「
春
」

は
う
き
う
き
と
心
躍
る
季
節
で

あ
り
、
桜
が
春
の
訪
れ
を
象
徴

す
る
花
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、

桜
が
美
し
く
も
儚
い
花
で
あ
る

こ
と
。
な
ど
が
、
考
え
ら
れ
る

そ
う
だ
。
見
た
目
の
愛
ら
し
さ
、

美
し
さ
と
共
に
生
命
の
象
徴
と

し
て
の
崇
拝
、
開
花
時
期
の
待

ち
遠
し
さ
な
ど
か
ら
、
古
く
か

ら
日
本
人
の
心
を
つ
か
ん
で
き

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
奈
良
時

代
ま
で
お
花
見
と
い
え
ば
「
梅

の
花
」
だ
っ
た
そ
う
だ
が
、
平

安
時
代
に
な
り
、
遣
唐
使
が
廃

止
さ
れ
、
日
本
本
来
の
文
化
を

重
視
す
る
国
風
文
化
が
発
展
し

た
。
そ
こ
で
桜
を
広
め
る
第
一

人
者
と
な
っ
た
の
が
、
嵯
峨
天

皇
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
お
花
見

と
い
え
ば
桜
に
な
っ
た
の
だ
そ

う
だ
▼
「
散
る
と
い
う
飛
翔
の

か
た
ち　

花
び
ら
は
ふ
と
微
笑

ん
で
枝
を
離
れ
る
（
俵 

万
智

『
サ
ラ
ダ
記
念
日
』
よ
り
）」
▼

咲
き
誇
り
、
散
っ
て
い
く
桜
の

花
。
花
が
散
っ
た
後
は
、
実
が

な
り
、
種
が
で
き
、
そ
し
て
次

の
年
に
ま
た
花
を
咲
か
せ
る 

▼
６
年
に
１
度
の
ト
リ
プ
ル
改

定
も
我
々
歯
科
界
に
希
望
を
も

た
ら
す
こ
と
を
心
か
ら
願
う
。
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に
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〉

　

村
上
恵
一
副
会
長
の
開
会
の

辞
に
は
じ
ま
り
、
議
事
録
署
名

人
に
鶴
岡
裕
亮
評
議
員
（
神
奈

川
県
）
と
、
江
里
能
成
評
議
員

（
福
岡
県
）
が
指
名
さ
れ
、
物

故
会
員
に
対
し
て
黙
祷
が
捧
げ

ら
れ
た
。

【
会
長
挨
拶
（
要
旨
）】

太
田
謙
司 

会
長　

日
歯
連
盟

は
日
歯
を
政
治
的
に
サ
ポ
ー
ト

す
る
こ
と
が
役
割
で
あ
る
と
し

た
上
で
、
大
学
歯
学
部
の
定
員

割
れ
、
歯
科
医
師
需
給
安
定
化

問
題
に
触
れ
、「
そ
ろ
そ
ろ
解

除
し
な
い
と
、
十
年
後
い
わ
ゆ

る
団
塊
の
世
代
の
先
生
方
が
引

退
し
て
、
全
国
的
に
歯
科
医
師

不
足
に
な
っ
て
か
ら
で
は
遅
い

の
で
は
な
い
か
。
早
急
に
も
取

り
組
む
べ
き
問
題
の
一
つ
で
あ

る
」
と
述
べ
、
受
給
問
題
は
新

た
な
段
階
を
迎
え
て
い
る
と
の

認
識
を
示
し
た
。

　

診
療
報
酬
改
定
で
は
、
医
科

歯
科
連
携
に
お
い
て
医
科
の
生

活
習
慣
病
管
理
料
の
要
件
に
、

糖
尿
病
患
者
に
歯
科
受
診
を
推

奨
す
る
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
る

点
を
紹
介
し
、「
歯
科
の
診
療

報
酬
以
外
で
も
価
値
あ
る
改
定

と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
ま

た
今
後
は
、
歯
科
医
師
会
の
会

員
で
な
け
れ
ば
算
定
で
き
な
い

点
数
が
あ
っ
て
も
良
い
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
」
と
の
考
え
も

示
し
、「
日
本
の
歯
科
医
療
が

国
民
に
恩
恵
を
も
た
ら
す
よ
う

に
矜
持
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
」
と
語
っ
た
。

　

最
後
に
「
我
々
、
自
民
党
を

支
援
す
る
団
体
と
し
て
、
こ
れ

か
ら
の
自
民
党
が
与
党
と
し

て
、
し
っ
か
り
と
変
わ
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
を
祈
念
し
た
い
」

と
締
め
括
っ
た
。

【
来
賓
挨
拶
（
要
旨
）】

高
橋
英
登 

日
本
歯
科
医
師
会

会
長　

今
回
の
診
療
報
酬
改
定

は
、
プ
ラ
ス
０
・
88
％
と
な
っ

た
が
、「
連
盟
の
力
が
な
け
れ

ば
本
当
に
マ
イ
ナ
ス
改
定
で

あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
は
っ

き
り
申
し
上
げ
る
と
、
最
後
は

政
治
決
断
、
政
治
決
着
。
普
段

か
ら
我
々
を
支
え
て
い
た
だ
い

て
い
る
国
会
議
員
の
先
生
方
の

強
い
強
い
発
言
が
響
い
た
」
と

プ
ラ
ス
改
定
と
な
っ
た
経
緯
を

説
明
し
た
。

　

ま
た
、
財
源
の
使
い
方
に
関

し
て
苦
渋
の
決
断
も
あ
っ
た
と

の
こ
と
だ
が
、「
今
ま
で
に
な

い
も
の
が
た
く
さ
ん
隠
さ
れ
て

お
り
、
情
報
を
収
集
し
て
算
定

し
な
い
と
難
し
い
部
分
が
多
々

あ
る
が
、
国
民
の
た
め
に
プ
ラ

ス
に
な
る
改
定
」
と
し
て
理
解

と
協
力
を
求
め
た
。

　

最
後
に
「
こ
れ
か
ら
も
連
盟

と
社
団
が
方
向
性
を
一
つ
に
し

て
、
し
っ
か
り
と
手
を
結
ん
で

行
く
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

　

関
口
昌
一
参
議
院
議
員
会

長
、
渡
邊
孝
一
総
務
副
大
臣　

衆
議
院
議
員
は
、
国
会
開
催
中

に
つ
き
欠
席
さ
れ
た
。

【
国
会
報
告
（
要
旨
）】

比
嘉
奈
津
美 

顧
問
・
参
議
院

議
員　

昨
年
12
月
７
日
の
評
議

員
会
に
お
い
て
、
次
期
参
議
院

議
員
選
挙
の
組
織
代
表
に
選
出

さ
れ
た
こ
と
に
謝
意
を
表
す
と

と
も
に
、
太
田
会
長
を
筆
頭
と

す
る
後
援
会
が
設
立

さ
れ
た
こ
と
を
報
告

し
た
。

　

全
国
各
地
の
デ
ン

タ
ル
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

で
は
、「
各
都
道
府

県
の
歯
科
医
師
連
盟

だ
け
で
は
な
く
、
大

学
同
窓
会
、
学
会
、

女
性
歯
科
医
師
の

会
、
歯
科
衛
生
士
学

校
、
歯
科
技
工
所
な

ど
か
ら
も
お
迎
え
い

た
だ
い
て
い
る
」
と

述
べ
た
。

　

ま
た
年
代
別
歯
科
医
師
数
の

割
合
を
紹
介
し
て
「
人
口
が
減

る
と
仮
定
し
て
も
、
こ
の
ま
ま

で
は
歯
科
医
師
不
足
に
な
る
こ

と
が
歴
然
で
あ
り
、
日
歯
、
日

歯
連
盟
の
指
示
を
持
っ
て
こ
の

問
題
を
国
会
に
届
け
た
い
」
と

し
た
。

　

最
後
に
、
４
月
の
国
民
歯
科

問
題
議
員
連
盟
で
は
、
次
期
予

算
に
繋
が
る
骨
太
の
方
針
を
見

据
え
て
「
多
く
の
国
会
議
員
の

理
解
を
得
た
い
」
と
意
気
込
み

を
語
っ
た
。

山
田 

宏 

顧
問
・
参
議
院
議
員

　

当
日
は
、
参
議
院
予
算
委
員

会
お
よ
び
本
会
議
出
席
の
た

め
、
資
料
提
供
を
も
っ
て
欠
席

さ
れ
た
。

【
令
和
５
年
度
日
本
歯
科
医
師

連
盟
褒
賞
授
賞
式
】

　

褒
賞
授
賞
式
は
第
１
５
１
回

評
議
員
会
の
場
で
行
わ
れ
、
連

盟
規
則
第
２
条
第
三
号
の
個

人
受
賞
者
と
し
て
、
６
都
府

県
よ
り
６
名
が
表
彰
さ
れ
た
。

高
桑
雅
宣 

氏 

（
70
歳
・
新
潟

県
）
／
斎
藤
一
人 

氏
（
73

歳
・
東
京
都
）
／
菱
川
清
太
郎 

氏
（
75
歳
・
岐
阜
県
）
／
岡
田 

太
郎 
氏
（
80
歳
・
兵
庫
県
）

／
小
宮
山
章
二 

氏
（
70
歳
・

大
阪
府
）
／
細
谷
仁
憲 

氏

（
76
歳
・
宮
城
県
）

　

授
賞
式
に
は
、
欠
席
届
が
提

出
さ
れ
た
２
名
を
除
い
た
４
名

が
出
席
。

　

太
田
会
長
の
祝
辞
に
続
き
、

村
上
副
会
長
か
ら
表
彰
状
と
功

績
章
等
が
手
渡
さ
れ
、
受
賞
者

を
代
表
し
て
細
谷
氏
は
「
身
に

余
る
光
栄
に
存
じ
、
心
よ
り
感

謝
を
申
し
上
げ
る
。
光
陰
矢
の

如
し
と
い
う
観
が
強
い
が
、
こ

れ
か
ら
も
微
力
な
が
ら
歯
科
医

療
界
の
明
る
い
将
来
の
た
め

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
協
力

し
て
い
き
た
い
」
と
謝
意
を
表

し
た
。

⑴
一
般
会
務
報
告
、
会
員
数
報

告
　

令
和
５
年
11
月
16
日
〜
令
和

６
年
１
月
31
日
ま
で
（
浦
田
健

二 

理
事
長
）

⑵
会
計
現
況
報
告

　

令
和
５
年
４
月
１
日
〜
令
和

６
年
１
月
31
日
ま
で
（
神
田
晋

爾 

副
理
事
長
）

【
報
告
に
対
す
る
質
問
】　

川
越
元
久 

評
議
員
（
神
奈
川

県
）　

　

我
々
の
組
織
代
表
で
あ
る
山

田 

宏 

議
員
は
、
過
去
５
年
間

に
５
６
０
万
円
の
記
載
漏
れ
還

付
金
が
あ
り
、
ご
自
身
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
「
ご
報
告
と
お
詫

び
」
と
し
て
政
治
資
金
収
支
報

告
書
の
訂
正
を
行
っ
た
こ
と
を

報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
件
に

つ
い
て
、
山
田
議
員
と
ど
の
よ

う
な
お
話
し
合
い
を
さ
れ
た
の

か
、
お
聞
か
せ
願
い
た
い
。

浦
田
理
事
長　

こ
の
問
題
が
出

た
時
点
で
、
顧
問
の
山
田
議
員

か
ら
連
絡
が
あ
り
、
本
会
館
で

資
料
を
も
と
に
三
役
で
説
明
を

受
け
た
。
収
入
に
つ
い
て
は
、

派
閥
の
指
示
で
記
載
さ
れ
て
い

な
い
キ
ッ
ク
バ
ッ
ク
が
あ
っ
た

が
、
支
出
に
つ
い
て
は
全
て
記

載
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
こ
と
に

つ
い
て
は
検
察
も
把
握
し
て
お

り
、
修
正
報
告
し
た
と
聞
い
て

い
る
。

　

今
後
の
対
応
に
関
し
て
は
、

リ
ー
ガ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
な

が
ら
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

　

な
お
、
山
田
議
員
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
本
件
に
関
す
る
お
詫

び
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と

と
、
各
地
の
デ
ン
タ
ル
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
に
お
い
て
会
員
の
先

生
方
に
本
件
を
説
明
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
報
告
す
る
。

徳
永
寛
司 

評
議
員
（
神
奈
川

県
）　

　

山
田 

宏 

議
員
は
自
身
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
中
で
、
全
て
の

職
を
辞
す
る
と
書
い
て
あ
る
。

今
や
っ
て
い
る
役
職
を
全
部
辞

　

令
和
６
年
３
月
28
日
（
木
）
午
後
1
時
よ
り
、
歯
科
医
師
会
館
（
東
京
都
千
代
田
区
）
に
お
い

て
第
１
５
１
回
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。
事
務
局
よ
り
評
議
員
総
数
71
名
出
席
（
う
ち
予
備
評

議
員
13
名
）
の
報
告
を
受
け
、
山
下 

智 

議
長
（
新
潟
県
）、
佐
藤 

剛 

副
議
長
（
東
京
都
）
に
よ

る
議
事
進
行
の
も
と
、
令
和
６
年
度
事
業
計
画
や
会
計
収
支
予
算
な
ど
全
7
議
案
が
可
決
・
承
認

さ
れ
た
。
ま
た
各
種
報
告
お
よ
び
懸
案
事
項
が
協
議
さ
れ
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。
併

せ
て
令
和
５
年
度
褒
賞
授
賞
式
も
執
り
行
わ
れ
た
。

第
１
５
１
回
評
議
員
会

　

日
本
歯
科
医
師
連
盟
褒
賞
規
則
第
２
条
第
三
号
に

基
づ
き
、
６
名
の
先
生
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

先
生
方
の
長
年
の
ご
功
績
に
深
甚
な
る
敬
意
を
表

し
、
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

高桑雅宣先生（新潟県）菱川清太郎先生（岐阜県）

細谷仁憲先生（宮城県） 小宮山章二先生（大阪府）

斎藤一人先生（東京都）

岡田太郎先生（兵庫県）

褒賞受賞者褒賞受賞者令和５年度 
日本歯科医師連盟

令和５年度 
日本歯科医師連盟

報　
　
告

太田会長

高橋日歯会長比嘉参議院議員

川越評議員（神奈川県）

受賞者を代表し謝辞を述べられる細谷先生

徳永評議員（神奈川県）
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め
ら
れ
た
ら
、
役
に
立
た
な
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
執
行

部
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
願
い

た
い
。

浦
田
理
事
長　

参
議
院
の
厚
生

労
働
委
員
会
の
筆
頭
理
事
は
辞

し
た
が
、
通
常
の
政
治
活
動
は

問
題
な
く
行
っ
て
い
る
と
聞
い

て
い
る
。
ま
た
現
在
も
山
田
議

員
、
比
嘉
議
員
を
中
心
に
各
所

へ
要
望
等
に
回
っ
て
お
り
、
政

治
活
動
は
い
つ
も
通
り
行
っ
て

い
る
と
考
え
て
い
る
。

⑶
そ
の
他

　

日
本
歯
科
医
師
連
盟
メ
ー
ル

マ
ガ
ジ
ン
登
録

　

比
嘉
奈
津
美
後
援
会
入
会

フ
ォ
ー
ム
に
つ
い
て
（
近
藤
晴

彦 

常
任
理
事
）

　

本
日
机
上
配
布
し
て
い
る
二

部
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
そ
れ
ぞ

れ
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が
付
い
て
お

り
、
出
来
れ
ば
こ
の
場
で
お
手

持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
か

ざ
し
て
入
会
手
続
き
を
完
了
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
。

　

ま
た
地
元
に
帰
ら
れ
て
も
、

デ
ン
タ
ル
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
等
で

会
員
の
先
生
方
に
そ
の
場
で

の
登
録
を
促
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

　

第
１
号
議
案
か
ら
第
７
号
議

案
ま
で
、
全
て
挙
手
多
数
で
可

決
・
承
認
さ
れ
た
。

第
１
号
議
案 
令
和
５
年
度
補

正
予
算

第
２
号
議
案 

令
和
６
年
度
事

業
計
画

第
３
号
議
案 

令
和
６
年
度
会

費
の
額
並
び
に
徴
収
時
期

第
４
号
議
案 

令
和
６
年
度
一

般
会
計
収
支
予
算

第
５
号
議
案 

令
和
６
年
度
選

挙
関
係
管
理
会
計
収
支
予
算

第
６
号
議
案 

令
和
６
年
度
役

員
退
職
金
積
立
金

会
計
収
支
予
算

第
７
号
議
案 

令

和
６
年
度
運
営
基

金
積
立
金
会
計
収

支
予
算

【
議
事
に
対
す
る

質
問
】

内
山
誠
也 

評
議

員
（
東
京
都
）

　

第
４
号
議
案
、

一
般
会
計
収
支
予

算
の
中
の
医
政
対

策
費
は
、
全
会
費

収
入
の
13
・
７
％

に
当
た
る
。
ど
の

よ
う
な
理
由
か
ら

算
出
さ
れ
た
の

か
、
お
示
し
い
た

だ
け
れ
ば
あ
り
が

た
い
。

浦
田
理
事
長　

日

歯
連
盟
の
主
な
活

動
は
医
政
対
策
で

あ
る
。
組
織
代
表
以
外
の
国
会

議
員
、
と
く
に
職
権
を
持
っ
て

い
な
い
議
員
へ
の
活
動
が
含
ま

れ
る
。
そ
の
内
訳
は
他
団
体
の

も
の
も
参
考
に
し
て
い
る
。
な

お
今
後
は
、
５
つ
の
派
閥
の

パ
ー
テ
ィ
ー
券
購
入
が
無
く
な

る
。
内
訳
と
内
容
に
関
し
て
は
、

リ
ー
ガ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
な

が
ら
法
的
に
問
題
な
い
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

⑴
時
局
対
策

な
し

⑵
次
期
参
議
院
比
例
代
表
選
挙

の
準
備
に
つ
い
て

　

浦
田
理
事
長
か
ら
、
都
道
府

県
理
事
長
会
議
の
案
内
と
、
選

挙
活
動
に
お
け
る
注
意
事
項
の

説
明
が
な
さ
れ
た
。

　

西
田 

譲 

嘱
託
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
か
ら
、
後
援
会
と
一
般
の

政
治
団
体
と
の
違
い
に
つ
い
て

補
足
説
明
が
な
さ
れ
た
。

⑶
そ
の
他

【
事
前
質
問
】

１
、
熊
谷 

宏 

評
議
員 

（
広
島

県
）

　

将
来
を
見
据
え
た
参
議
院
比

例
代
表
候
補
者
の
育
成
に
つ
い

て村
上
副
会
長　

４
年
前
か
ら
開

催
し
て
い
る
政
治
セ
ミ
ナ
ー

は
、
ご
質
問
の
目
的
も
含
ま

れ
て
い
る
。
今
後
も
各
都
道
府

県
か
ら
人
材
を
御
推
薦
い
た
だ

く
な
ど
更
な
る
育
成
に
努
め
た

い
。

２
、
前
山
安
彦 

予
備
評
議
員

（
長
野
県
）

　

地
方
の
現
状
と
医
療
Ｄ
Ｘ
に

対
す
る
連
盟
の
対
応
に
つ
い
て

門
司
達
也 

常
任
理
事　

国
が

促
進
す
る
医
療
Ｄ
Ｘ
に
お
い

て
、
患
者
情
報
に
ア
ク
セ
ス
す

る
た
め
の
Ｈ
Ｐ
Ｋ
Ｉ
カ
ー
ド
が

あ
る
。

　

主
に
電
子
署
名
に
使
用
で

【
会
長
挨
拶
（
要
旨
）】

太
田
謙
司 
会
長

　

今
年
は
元
旦
よ
り
石
川
県
を

中
心
に
北
陸
３
県
で
震
災
が
起

こ
っ
た
。
特
に
能
登
半
島
は
未

だ
復
旧
の
最
中
で
あ
る
が
、
日

歯
の
編
成
し
た
Ｊ
Ｄ
Ａ
Ｔ
が
石

川
県
歯
を
は
じ
め
関
係
各
所
と

し
っ
か
り
連
携
し
つ
つ
、
避
難

所
の
方
々
の
健
康
維
持
に
か
か

わ
る
活
動
を
し
て
い
る
と
伺
っ

て
い
る
。
今
回
、
診
療
報
酬
改

定
が
な
さ
れ
る
が
、
内
容
に
つ

い
て
は
極
め
て
異
例
の
改
定
と

な
っ
た
。
前
会
長
の
高
橋
先
生

と
共
に
連
盟
も
財
源
の
確
保
に

奔
走
し
た
。

　

自
民
党
は
い
ま
逆
風
の
中
に

あ
る
が
、
歴
代
執
行
部
そ
し
て

都
道
府
県
会
長
ら
の
ご
苦
労
に

よ
り
、
診
療
報
酬
改
定
を
は
じ

め
歯
科
の
い
ろ
い
ろ
な
要
望
を

自
民
党
に
お
願
い
し
実
現
し
て

い
た
だ
い
て
き
た
。
こ
れ
か
ら

も
っ
と
も
っ
と
大
き
な
お
願
い

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

高
３
生
に
最
も
志
望
の
少
な

い
学
部
と
し
て
歯
学
部
が
あ
げ

ら
れ
る
現
在
、
い
く
つ
か
の
歯

学
部
が
定
員
割
れ
を
起
こ
し
て

い
る
。
歯
科
医
療
の
魅
力
を
伝

え
き
れ
な
い
現
実
に
責
任
を
感

じ
て
い
る
が
、
こ
の
ま
ま
で

い
く
と
歯
科
医
師
不
足
は
目
の

前
に
き
て
い
る
。
良
質
で
安
心

な
歯
科
医
療
を
提
供
で
き
る
よ

う
社
団
と
連
携
し
て
一
生
懸
命

や
っ
て
い
き
た
い
。

【
来
賓
挨
拶
（
要
旨
）】

高
橋
英
登 

日
本
歯
科
医
師
会

会
長

　

今
回
の
改
定
を
公
益
社
団
法

人
と
し
て
や
ら
せ
い
た
だ
い
て

つ
く
づ
く
思
っ
た
の
は
、
報
酬

改
定
の
原
資
を
確
保
し
た
の

は
日
歯
連
盟
の
お
力
。
太
田

先
生
ら
が
頑
張
っ
て
く
だ
さ
っ

た
お
陰
で
今
回
の
プ
ラ
ス
改
定

と
な
っ
た
。
当
初
は
財
政
審
で

も
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
を
流
さ

れ
、
我
々
も
追
い
込
ま
れ
た
が
、

最
後
は
政
治
決
着
と
い
う
形
で

終
わ
っ
た
。
財
源
確
保
は
や
は

り
政
治
的
な
力
が
な
け
れ
ば
達

成
で
き
な
か
っ
た
。
プ
ラ
ス
０
・

88
％
は
、
前
回
の
倍
で
は
あ
る

が
糠
喜
び
は
で
き
な
い
。
ま
だ

改
定
の
最
終
段
階
が
残
っ
て
い

る
の
で
、
太
田
会
長
と
一
緒
に

し
っ
か
り
と
詰
め
て
い
き
た

い
。
連
盟
の
先
生
方
の
お
力
が

あ
っ
て
初
め
て
財
源
の
確
保
が

で
き
た
こ
と
を
ま
ず
御
礼
申
し

上
げ
て
、
あ
と
は
密
に
連
絡
を

取
り
あ
い
な
が
ら
最
終
的
に
良

い
結
果
が
も
た
ら
さ
れ
る
よ
う

努
力
し
て
い
く
。

　

能
登
半
島
の
地
震
に
関
し
て

は
、
先
生
方
の
お
力
添
え
を
い

た
だ
い
て
我
々
も
復
興
に
全
力

を
挙
げ
て
取
り
組
む
こ
と
を
お

誓
い
申
し
上
げ
る
。

　

関
口
昌
一 

参
議
院
議
員
会

長
、
渡
邊
孝
一 

総
務
副
大
臣
・

衆
議
院
議
員
は
公
務
に
つ
き
欠

席
さ
れ
た
。

【
国
会
報
告
（
要
旨
）】

比
嘉
奈
津
美 

顧
問
・
参
議
院

議
員

　

年
末
年
始
か
ら
各
県
に
デ
ン

タ
ル
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
お
声
が

け
を
い
た
だ
き
、
既
に
来
年
の

１
月
ま
で
日
程
が
入
り
本
当
に

あ
り
が
た
い
。
ま
た
、
衛
生
士

学
校
や
技
工
士
関
係
、
学
会
や

女
性
歯
科
医
師
の
会
等
数
多

く
の
場
を
設
け
て
い
た
だ
き
心

よ
り
感
謝
し
て
い
る
。
診
療
報

酬
改
定
は
今
ま
で
と
違
う
改
定

に
な
り
、
賃
上
げ
報
告
等
が
必

要
だ
が
マ
イ
ナ
ス
改
定
を
逃
れ

た
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
た

い
。

　

皆
健
診
に
つ
い
て
沖
縄
県
で

は
、
医
師
会
と
連
携
し
て
妊
産

婦
に
対
す
る
歯
科
健
診
の
モ
デ

ル
ケ
ー
ス
を
進
め
る
予
定
。
国

家
試
験
に
つ
い
て
は
、
今
後
の

歯
科
医
師
の
動
向
を
含
め
厚
労

大
臣
に
話
を
し
て
い
る
。
先
生

方
が
安
心
し
て
仕
事
が
で
き
る

環
境
づ
く
り
に
頑
張
る
所
存
。

引
き
続
き
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
す
る
。

山
田 

宏 

顧
問
・
参
議
院
議
員

　

現
在
自
民
党
が
様
々
な
ご
批

判
を
受
け
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
お
詫
び
申
し
上
げ
る
。
収
支

記
載
を
し
な
か
っ
た
こ
と
で
大

き
な
問
題
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

が
、
支
出
に
つ
い
て
は
政
治
活

動
に
使
用
し
た
領
収
書
も
あ
り

訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
ま

た
ゼ
ロ
か
ら
出
発
す
る
所
存
で

あ
る
。

　

今
回
の
診
療
報
酬
改
定
を
通

じ
て
政
治
の
大
切
さ
を
改
め
て

認
識
し
た
。
６
月
の
骨
太
の
方

針
に
人
件
費
増
、
物
価
上
昇
の

対
応
を
盛
り
込
ま
せ
た
が
、
そ

の
後
、
財
務
省
が
医
科
の
収
入

調
査
を
盾
に
マ
イ
ナ
ス
改
定

を
迫
っ
て
き
た
。
厚
労
省
と
財

務
省
の
溝
は
最
後
ま
で
埋
ま
ら

ず
、
最
後
は
岸
田
総
理
の
裁
定

に
よ
り
０
・
88
％
ア
ッ
プ
で
決

き
、
電
子
処
方
箋
と
合
わ
せ
て

今
後
の
活
用
が
期
待
さ
れ
る

が
、
未
だ
普
及
率
は
低
い
。
引

き
続
き
状
況
を
注
視
し
た
い
。

３
、
西
村
昭
彦 

評
議
員
（
東

京
都
）

　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
の
活
用
に
つ
い

て髙
橋
雅
一 

常
任
理
事　

Ｗ
Ｅ

Ｂ
会
議
は
時
代
の
流
れ
に
沿
っ

て
い
る
が
、
連
盟
の
会
議
で
は

機
微
に
触
れ
る
こ
と
も
多
い
。

対
面
形
式
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
、
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
会
議
を
適
時
適
切
に
組

み
合
わ
せ
て
、
会
議
の
充
実
と

費
用
削
減
の
両
立
を
考
え
て
い

き
た
い
。

４
、
川
端
貴
美
子 

評
議
員
（
福

岡
県
）

　

政
治
資
金
収
支
報
告
書
の
対

応
に
つ
い
て

浦
田
理
事
長　

個
人
の
パ
ー

テ
ィ
ー
券
と
し
て
購
入
し
た

が
、
領
収
書
名
が
派
閥
で
あ
っ

た
。「
錯
誤
に
よ
る
振
込
」
と

い
う
こ
と
で
先
方
か
ら
返
金
し

て
も
ら
い
、
令
和
６
年
の
収
支

報
告
書
に
雑
収
入
と
し
て
記
載

す
る
こ
と
に
な
る
。
今
後
は
再

発
防
止
に
努
め
た
い
。
御
理
解

の
程
お
願
い
申
し
上
げ
る
。

【
要
望
と
し
て
の
発
言
】

山
﨑
安
仁 

評
議
員
（
富
山
県
）

　

こ
の
連
盟
評
議
員
会
に
お
い

て
、
も
う
少
し
時
間
に
ゆ
と
り

を
持
っ
て
欲
し
い
。

太
田
会
長　

仰
る
通
り
だ
と
思

う
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
会
議

の
時
間
短
縮
を
図
っ
て
き
た

が
、
早
速
に
元
に
戻
し
た
い
。

議
長
に
も
、
そ
の
様
に
お
取
り

計
い
を
お
願
い
す
る
。

　

村
岡
宜
明
副
会
長
の
閉
会
の

辞
を
も
っ
て
散
会
と
な
っ
た
。

都
道
府
県
歯
科
医
師
連
盟
会
長
会
議

　

令
和
６
年
２
月
22
日
（
木
）
午
後
２
時
よ
り
、
歯
科
医
師
会
館
に
お
い
て
都
道
府
県
歯
科
医

師
連
盟
会
長
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
会
議
は
大
越
壽
和
副
会
長
の
開
会
の
辞
に
は
じ
ま
り
、
座

長
に
は
村
岡
宜
明
副
会
長
が
慣
例
に
よ
り
選
出
さ
れ
た
。

〈
１
面
か
ら
の
続
き
〉

山下 智 議長（左）、佐藤 剛 副議長（右）

協　
　
議

第151回評議員会 議　
　
事

内山評議員（東京都）熊谷評議員（広島県）

前山予備評議員（長野県）

西村評議員（東京都）

川端評議員（福岡県）

山﨑評議員（富山県）

〈
３
面
に
続
く
〉

太田会長

高橋日歯会長

比嘉参議院議員

山田参議院議員
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〈
２
面
か
ら
の
続
き
〉

着
を
見
た
。
総
理
が
最
終
的
に

政
治
判
断
を
す
る
に
あ
た
り
、

自
民
党
の
中
で
各
選
挙
区
か
ら

出
て
い
る
国
会
議
員
の
先
生
方

が
同
じ
よ
う
に
主
張
し
て
く
れ

た
こ
と
が
非
常
に
大
き
か
っ

た
。
連
盟
の
先
生
方
が
各
地
域

に
お
い
て
歯
科
の
大
切
さ
、
医

療
界
の
現
状
な
ど
を
日
々
お
伝

え
い
た
だ
い
た
結
果
で
あ
る
と

考
え
る
。
日
々
の
政
治
的
な
積

み
重
ね
が
結
果
に
つ
な
が
る
と

い
う
こ
と
を
ご
報
告
し
た
い
。

積
極
的
に
各
地
域
で
ご
支
援
を

賜
る
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

た
い
。

⑴
一
般
会
務
報
告

　

浦
田
健
二 

理
事
長

⑵
会
計
現
況
報
告

　

神
田
晋
爾 

副
理
事
長

⑶
そ
の
他

　

浦
田 

理
事
長

１
．
令
和
２
年
２
月　

日
本

歯
科
医
師
連
盟
災
害
見
舞
金

（
寄
付
金
）
支
給
内
規
に
基
づ

き
、
石
川
県
歯
科
医
師
連
盟
に

５
０
０
万
円
を
支
給
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　

見
舞
金
支
給
に
つ
い
て
、
飯

利
会
長
（
石
川
県
）
か
ら
謝
辞
。

「
ご
心
配
を
い
た
だ
き
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
Ｊ

Ｄ
Ａ
Ｔ
活
動
に

お
い
て
も
全
国

各
地
か
ら
お
い

で
い
た
だ
き
感

謝
い
た
し
ま

す
。
皆
様
の
お

気
持
ち
を
お
受

け
し
て
石
川
県

歯
科
医
師
会
一

丸
と
な
っ
て
被

災
会
員
の
回
復

を
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。
引

き
続
き
皆
様
の

お
力
添
え
を
お

願
い
し
ま
す
。

こ
の
度
は
支
援

金
を
賜
り
誠
に

あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
」

２
．
配
布
資
料

説
明

３
．
派
閥
パ
ー

テ
ィ
券
問
題
２

件・
６
万
円
オ
ー

バ
ー
の
件
に
つ

い
て

　

派
閥
側
の
領

収
書
誤
記
載
が
訂
正
さ
れ
、
検

察
か
ら
問
題
な
し
と
し
て
決
着

し
て
い
る
。

・
20
万
円
オ
ー
バ
ー
の
件
に
つ

い
て

　

過
去
、
日
歯
連
盟
は
派
閥
の

パ
ー
テ
ィ
券
は
個
人
の
事
務
所

か
ら
購
入
依
頼
が
あ
っ
て
も
全

く
対
応
し
て
こ
な
か
っ
た
。
本

件
は
、
個
人
の
パ
ー
テ
ィ
券
の

つ
も
り
で
買
っ
た
も
の
に
対
し

て
派
閥
の
領
収
書
が
切
ら
れ
た

た
め
起
き
た
。
検
察
も
了
解
済

み
（
不
起
訴
）。
派
閥
か
ら
の

返
金
を
待
っ
て
令
和
６
年
の
収

支
報
告
書
に
記
載
予
定
で
あ
る

が
、
未
返
金
の
た
め
決
着
し
た

と
は
し
て
い
な
い
。

　

領
収
書
の
即
時
受
領
、
ダ
ブ

ル
チ
ェ
ッ
ク
等
シ
ス
テ
ム
を
改

良
し
た
。

【
報
告
に
対
す
る
質
問
】

藤
原
元
幸 

会
長
（
秋
田
県
）　

　

災
害
支
援
に
つ
い
て
現
在
、

後
付
け
で
国
の
予
備
費
等
か
ら

支
出
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て

い
る
が
、
前
も
っ
て
予
算
建
て

し
て
、
例
え
ば
被
災
地
の
先
生

に
１
か
月
分
の
診
療
報
酬
を
国

が
保
証
す
る
か
ら
被
災
地
出
動

し
て
ほ
し
い
と
な
れ
ば
全
員
が

行
く
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
よ

う
な
予
算
建
て
を
国
に
し
て
い

た
だ
い
た
ら
如
何
か
。（
要
望
）

内
堀
典
保 

会
長
（
愛
知
県
）

　

Ｊ
Ｄ
Ａ
Ｔ
は
、
２
年
前
に
協

議
会
が
発
足
し
た
ば
か
り
で
名

前
が
あ
ま
り
認
知
さ
れ
て
い
な

い
。
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は
医
師
会
が
派

遣
を
決
め
厚
労
省
に
通
知
、
厚

労
省
か
ら
派
遣
依
頼
が
各
都
道

府
県
に
出
さ
れ
て
い
る
。
た

だ
し
Ｊ
Ｄ
Ａ
Ｔ
に
つ
い
て
は
愛

知
県
か
ら
は
派
遣
依
頼
が
き
て

い
な
い
。
今
回
派
遣
費
用
に
つ

い
て
県
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ

ろ
、
指
揮
系
統
が
違
う
の
で
日

歯
か
ら
費
用
が
出
る
の
で
は
な

い
か
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
Ｊ
Ｄ

Ａ
Ｔ
が
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
と
同
等
と
い

う
考
え
方
で
あ
る
な
ら
ば
、
当

然
都
道
府
県
か
ら
出
動
要
請
が

あ
っ
て
費
用
負
担
も
行
わ
れ
る

べ
き
と
考
え
る
。
各
県
に
聞
い

て
も
要
請
の
な
い
と
こ
ろ
が
多

い
。
政
治
的
に
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
と
同

等
の
扱
い
と
な
る
よ
う
働
き
か

け
て
ほ
し
い
。（
要
望
）

渡
部
隆
夫 

会
長
（
鳥
取
県
）

　

以
前
は
金
曜
日
開
催
だ
っ
た

会
長
会
、
評
議
員
会
が
、
今
執
行

部
か
ら
木
曜
日
に
な
っ
て
い
る

理
由
を
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

浦
田
理
事
長　

今
執
行
部
か
ら

日
歯
と
日
程
調
整
を
し
て
理
事

会
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
流
れ

で
開
催
が
木
曜
日
と
い
う
運
び

に
な
っ
た
。
大
変
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
て
い
る
が
ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
。

山
﨑
安
仁 

会
長
（
富
山
県
）

　

能
登
半
島
の
震
災
に
お
い
て

は
富
山
県
も
被
災
し
た
が
、
日

歯
連
盟
や
各
県
か
ら
の
ご
支
援

や
ご
心
配
を
受
け
非
常
に
感
謝

し
て
い
る
。
ま
た
Ｊ
Ｄ
Ａ
Ｔ
が

石
川
県
へ
初
出
動
し
、
日
歯
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
も
と
順
調

に
活
動
し
た
こ
と
を
う
れ
し
く

思
っ
て
い
る
。

　

診
療
報
酬
は
マ
イ
ナ
ス
改
定

に
な
ら
ず
良
か
っ
た
が
、
財
源

の
確
保
を
連
盟
と
し
て
、
日
歯

と
し
て
ど
う
対
応
し
て
い
く
か

聞
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

太
田
会
長　

歯
科
に
理
解
の
深

い
国
会
議
員
の
先
生
方
に
議
員

連
盟
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
い
て

い
る
の
で
、
山
田
先
生
、
比
嘉

先
生
を
通
じ
て
歯
科
の
実
態

と
、
本
当
に
こ
れ
か
ら
の
歯
科

界
が
必
要
と
す
る
も
の
に
つ
い

て
説
明
し
て
い
く
。
加
え
て
先

生
方
の
地
元
選
出
の
議
員
に
、

歯
科
の
向
か
う
べ
き
方
向
を
ご

理
解
い
た
だ
く
こ
と
が
財
源
確

保
の
肝
で
あ
る
と
考
え
る
。
最

終
的
に
は
人
と
人
と
の
繋
が
り

に
な
っ
て
く
る
こ
と
を
ご
理
解

い
た
だ
き
た
い
。

橋
口
康
道 

会
長
（
埼
玉
県
）

　

埼
玉
県
は
今
ま
で
の
日
歯
連

盟
の
日
程
に
基
づ
き
今
年
度
の

事
業
予
定
を
立
て
た
が
、
今
回

日
程
が
変
わ
っ
た
た
め
日
付
が

重
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
は
変

更
で
き
な
い
の
か
。
も
う
一
度

検
討
い
た
だ
き
た
い
。

浦
田
理
事
長　

検
討
さ
せ
て
い

た
だ
く
。

細
谷
仁
憲 

会
長
（
宮
城
県
）

　

歯
科
口
腔
保
健
推
進
法
の
一

部
改
正
が
議
論
さ
れ
て
い
る

が
、
改
正
案
の
概
要
と
、
な
ぜ

改
正
が
皆
歯
科
健
診
の
実
現
に

つ
な
が
る
の
か
ご
教
示
い
た
だ

き
た
い
。

　

今
回
の
診
療
報
酬
改
定
が
こ

れ
ま
で
の
物
価
高
騰
を
反
映
し

て
い
る
と
評
価
し
て
い
る
か
、

不
足
と
評
価
し
て
い
る
か
。

山
田
顧
問　

理
念
法
の
中
に
財

政
措
置
を
と
る
こ
と
を
含
め
、

推
進
す
る
た
め
の
法
改
正
も
含

め
た
体
制
作
り
を
盛
り
込
ん
だ

法
案
と
し
た
。
い
わ
ば
外
堀
を

埋
め
る
形
で
あ
る
。

浦
田
理
事
長　

物
価
高
騰
に
つ

い
て
は
対
応
さ
れ
て
な
い
と
認

識
し
て
い
る
。
あ
く
ま
で
も

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
だ
け

で
あ
る
。
物
価
高
騰
等
は
重
点

交
付
金
で
対
応
す
る
と
い
わ
れ

て
い
る
。
こ
れ
も
地
方
交
付
金

で
な
く
政
府
か
ら
直
接
交
付
の

仕
組
み
を
目
指
し
た
い
。

⑴
時
局
対
策

　

執
行
部
か
ら
の
提
案
な
し

⑵
第
27
回
参
議
院
比
例
代
表
選

挙
へ
の
対
応
に
つ
い
て

浦
田
理
事
長　

政
治
活
動
に
つ

い
て
資
料
を
基
に
説
明
。

⑶
そ
の
他

【
質
問
】

堀
川
清
一 

会
長
（
鹿
児
島
県
）

　

前
回
の
選
挙
で
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

活
用
し
た
が
、
今
の
う
ち
か
ら

早
め
に
準
備
し
て
は
如
何
か
。

浦
田
理
事
長　

メ
ル
マ
ガ
の
ア

ド
レ
ス
を
２
次
利
用
さ
せ
て
い

た
だ
け
な
い
か
弁
護
士
と
相
談

し
つ
つ
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
そ
の
他
、
随
時
情
報
提

供
し
て
い
く
予
定
。

太
田
会
長　

会
長
会
等
の
木
曜

日
開
催
に
つ
い
て
、
幾
人
か
の

先
生
か
ら
お
叱
り
を
受
け
た
。

先
生
方
の
ご
都
合
を
聞
か
な
い

う
ち
に
変
更
し
た
こ
と
に
つ
い

て
深
く
お
詫
び
す
る
。
決
定
に

至
る
に
は
い
ろ
い
ろ
な
要
因
が

あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
こ
ち
ら
の

勝
手
で
あ
っ
た
。
次
の
会
ま
で

に
全
会
長
に
お
伺
い
を
立
て
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　

村
上
恵
一
副
会
長
の
挨
拶
で

閉
会
と
な
っ
た
。

報
　
　
告

藤原会長（秋田県）

内堀会長（愛知県）渡部会長（鳥取県）

山﨑会長（富山県）橋口会長（埼玉県）

細谷会長（宮城県）

協
　
　
議

堀川会長（鹿児島県）

国
民
歯
科
問
題
議
員
連
盟
が
総
会
を
開
催

　

令
和
６
年
４
月
17
日
（
水
）
17
時
よ
り
、

参
議
院
議
員
会
館
に
お
い
て
自
民
党
の 

標
記
議
員
連
盟
（
会
長
：
関
口
昌
一
参
議

院
議
員
、
事
務
局
長
：
比
嘉
奈
津
美
参
議

院
議
員
）
が
総
会
を
開
催
し
た
。
歯
科
医

療
に
つ
い
て
理
解
の
深
い
衆
参
国
会
議
員

１
６
６
名
（
代
理
含
む
）
と
厚
生
労
働
省

な
ど
関
係
省
庁
の
役
人
、
お
よ
び
日
歯
か

ら
高
橋
会
長
ほ
か
役
員
５
名
、
日
歯
連
盟

か
ら
役
員
14
名
が
出
席
し
た
。

　

新
役
員
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
た
後
、
令

和
６
年
度
歯
科
関
係
予
算
に
つ
い
て
厚
生

労
働
省
よ
り
説
明
が
あ
っ
た
。
続
い
て
日

歯
の
瀬
古
口
専
務
か
ら
令
和
７
年
度
の
制

度
・
予
算
要
望
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
、

本
連
盟
の
村
上
副
会
長
は
大
規
模
災
害
に

備
え
巡
回
診
療
車
や
ポ
ー
タ
ブ
ル
医
療
機

器
等
の
整
備
に
対
す
る
支
援
を
求
め
た
。

　

日
歯
の
高
橋
会
長
は
「
国
民
の
た
め
に

さ
ら
な
る
歯
科
医
療
の
充
実
を
目
指
し
て
」

と
題
し
て
講
演
さ
れ
、
熱
い
想
い
を
披
露

し
た
。

　

所
属
議
員
か
ら
も
国
民
歯
科
医
療
の
充

実
に
向
け
た
活
発
な
質
疑
・
意
見
が
交
わ

さ
れ
た
。

議　員 衆・参（選挙区）

三ツ林裕巳 衆（埼玉 13 ）

今枝宗一郎 衆（愛知 14 ）

葉梨　康弘 衆（茨城 3 ）

藤井　一博 参（比例）

松島みどり 衆（東京 14 ）

中川　郁子 衆（北海道 3 ）

佐々木　紀 衆（石川 2 ）

舞立　昇治 参（鳥取・島根）

総会発言者一覧（発言順）
※敬称略

比嘉事務局長高橋日歯会長
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〈
５
面
に
続
く
〉

髙
橋
常
任
理
事
（
以
下
、
髙
橋
）　
本
日
は
お
忙
し
い

と
こ
ろ
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
比
嘉
先
生
と
中
川
先
生
は
同
期
で
同

い
年
と
う
か
が
っ
て
い
ま
す
。

比
嘉
顧
問
（
以
下
比
嘉
）
そ
う
で
す
ね
、
年
齢
も
一

緒
で
衆
議
院
議
員
同
期
1
回
生
１
１
９
人
の
中
で
も

特
に
親
し
く
な
り
ま
し
た
。

中
川
議
員
（
以
下
、
中
川
）
比
嘉
奈
津
美
先
生
と
は

衆
議
院
の
初
回
当
選
同
期
で
、
本
会
議
で
の
議
席
が

隣
同
士
で
し
た
。

比
嘉　
選
挙
区
が
日
本
の
一
番
北
と
一
番
南
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
意
気
投
合
し
ま
し
た
。

髙
橋　
議
席
が
隣
同
士
だ
と
い
ろ
い
ろ
な
お
話
を
さ

れ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。

比
嘉　
１
回
生
同
士
、
お
互
い
に
心
の
支
え
に
な
り

ま
し
た
。
議
会
中
は
審
議
に
集
中
し
ま
す
か
ら
、
話

し
た
り
し
ま
せ
ん
よ
（
笑
）。

中
川　
私
が
落
選
中
の
厳
し
い
日
々
の
中
、
く
じ
け

そ
う
に
な
っ
た
時
、
比
嘉
先
生
が
わ
ざ
わ
ざ
十
勝
に

足
を
運
ん
で
く
れ
、
４
泊
５
日
で
十
勝
管
内
の
歯
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
を
一
軒
一
軒
、
一
緒
に
ま
わ
っ
て
く
れ

た
の
で
す
。大
変
心
強
く
、元
気
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

比
嘉　
中
川
先
生
に
は
歯
科
に
関
し
て
非
常
に
ご
理

解
を
い
た
だ
き
、
国
民
歯
科
問
題
議
員
連
盟
、
自
民

党
厚
生
労
働
部
会
等
で
も
力
強
く
発
言
し
て
も
ら
っ

て
い
る
こ
と
に
感
謝
で
す
。

髙
橋　
中
川
議
員
と
北
海
道
歯
科
医
師
連
盟
や
藤
田

会
長
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
は
い
か
が
で
す
か
？

藤
田
会
長
（
以
下
、
藤
田
）　
毎
年
、「
デ
ン
タ
ル
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
in
北
海
道
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
が
、

昨
年
は
全
国
初
の
試
み
と
し
て
２
部
構
成
と
し
、
第

１
部
で
は
役
員
・
評
議
員
に
加
え
て
、
会
員
お
よ
び

歯
科
技
工
士
連
盟
、
歯
科
衛
生
士
連
盟
、
歯
科
用
品

商
の
各
役
員
に
ご
同
席
い
た
だ
き
、
高
橋
日
歯
会
長

と
太
田
日
歯
連
盟
会
長
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
の

役
割
と
そ
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
対
談
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
第
２
部
で
は
さ
ら
に
北
海
道
知
事
の

鈴
木
直
道
氏
と
中
川
議
員
を
は
じ
め
北
海
道
選
出
国

会
議
員
お
よ
び
北
海
道
議
会
議
員
の
参
加
の
も
と
、

比
嘉
議
員
と
山
田 

宏 

議
員
と
に
よ
る
力
強
い
講
演

を
い
た
だ
き
、
歯
科
医
療
政
策
の
重
要
性
を
皆
さ
ん

に
訴
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

中
川　
北
海
道
歯
科
医
師
連
盟
の
藤
田
会
長
を
は
じ

め
、
役
員
の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
地
元
帯
広
で
は
、
現
役
の
歯
科
医
師
で
あ
り

市
議
会
議
員
で
も
あ
る
大
和
田
三
郎
先
生
に
も
、
口

腔
に
関
す
る
問
題
や
歯
科
医
師
を
巡
る
諸
課
題
に
つ

い
て
ご
指
導
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

藤
田　
各
郡
市
で
は
「
デ
ン
タ
ル
・
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
」
を
開
催
し
、
役
員
が
出
向
い
て
、
当
地
の

道
議
会
議
員
、
市
町
村
議
会
議
員
の
先
生
方
に
集
ま

っ
て
い
た
だ
い
て
、
歯
科
の
話
を
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
自
民
党
、
公
明
党
の
政
策
懇
談
会
で
、
北
海
道

の
歯
科
事
情
や
、
今
で
し
た
ら
「
国
民
皆
歯
科
健
診
」

の
話
を
し
て
、「
生
涯
を
通
じ
た
歯
科
健
診
の
実
現
を

求
め
る
意
見
書
」
も
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

髙
橋　
中
川
議
員
の
基
本
政
策
に
「
人
生
１
０
０
年

時
代
！ 

誰
も
が
安
心
、
そ
し
て
活
躍
で
き
る
社
会
を

つ
く
る
」
と
あ
り
ま
す
が
、
歯
科
界
に
求
め
る
こ
と

が
あ
れ
ば
、
お
話
し
く
だ
さ
い
。

中
川　
安
心
し
て
活
躍
で
き
る
人
生
に
と
っ
て
一
番

重
要
な
の
は
「
健
康
」
で
す
。
口
腔
内
の
環
境
が
全

身
の
健
康
に
直
結
を
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
て
き
ま
し
た
よ
ね
。
以
前
、
国
民
歯
科
問
題
議
連

の
勉
強
会
で
「
妊
婦
健
診
」
の
講
演
を
聴
く
機
会
が

あ
り
、
妊
娠
中
の
口
腔
環
境
が
生
ま
れ
て
く
る
赤
ち

ゃ
ん
に
及
ぼ
す
影
響
を
知
り
、
人
生
１
０
０
年
時
代

を
元
気
に
過
ご
し
、
活
躍
す
る
た
め
に
は
妊
娠
期
か

ら
の
注
意
が
必
要
な
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
女
性
と

し
て
、
母
親
と
し
て
の
視
点
か
ら
も
「
国
民
皆
歯
科

健
診
」
が
必
要
と
認
識
を
し
て
い
ま
す
。

比
嘉　
妊
婦
さ
ん
は
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
と
い
う
女
性
ホ

ル
モ
ン
が
増
え
て
歯
周
病
菌
が
増
殖
し
た
り
、
つ
わ

り
で
な
か
な
か
歯
磨
き
を
し
難
い
状
況
で
、
う
蝕
や

歯
周
病
が
発
生
し
や
す
い
ん
で
す
。
口
腔
内
の
環
境

が
よ
ろ
し
く
な
い
と
、
早
産
や
低
体
重
児
が
生
ま
れ

る
と
い
う
エ
ビ
デ
ン
ス
が
提
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
母

子
保
健
法
に
基
づ
く
妊
婦
の
健
診
制
度
の
検
査
項
目

に
歯
科
健
診
を
加
え
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

髙
橋　
先
ほ
ど
、
選
挙
区
が
日
本
の
一
番
北
と
一
番

南
と
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
か

ら
見
た
歯
科
問
題
と
い
う
の
は
、あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

中
川　
北
海
道
は
面
積
が
広
く
、
歯
科
医
院
の
地
域

格
差
の
問
題
も
あ
り
ま
す
が
、
高
齢
者
な
ど
が
運
転

免
許
を
返
上
す
る
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
や
買
物
な
ど
と

同
様
に
、
歯
科
医
院
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
不
便
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

比
嘉　
沖
縄
も
離
島
な
ど
が
多
く
、
十
分
な
医
療
の

提
供
が
厳
し
か
っ
た
り
、
特
に
沖
縄
は
歯
学
部
が
な

い
た
め
障
害
者
の
治
療
に
際
し
て
歯
科
麻
酔
科
医
の

確
保
や
セ
ン
タ
ー
が
足
り
な
い
な
ど
多
く
の
課
題
が

あ
り
ま
す
。

藤
田　
比
嘉
先
生
は
歯
科
医
師
と
し
て
離
島
に
勤
務

さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
よ
ね
？

比
嘉　
は
い
、
沖
縄
本
島
か
ら
西
に
約
１
０
０
㎞
の

久
米
島
で
す
。
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
に
彩
え
わ
た

る
美
し
い
島
で
す
。
衛
生
士
も
技
工
士
も
本
島
か
ら

の
派
遣
で
、
毎
週
月
曜
日
に
プ
ロ
ペ
ラ
機
で
一
緒
に

飛
ん
で
、
土
曜
日
に
戻
る
と
い
う
生
活
で
し
た
。
定

住
条
件
の
整
備
に
お
い
て
医
療
の
重
要
性
を
身
を
も

っ
て
感
じ
た
日
々
で
し
た
。
当
時
の
久
米
島
は
十
分

な
救
急
医
療
提
供
が
出
来
る
ほ
ど
病
院
は
充
実
し
て

お
ら
ず
、
重
篤
な
患
者
は
船
舶
や
ヘ
リ
で
本
島
へ
搬

送
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
妊
婦
は
臨
月
に
な
る

と
島
を
離
れ
本
島
で
出
産
に
臨
む
。
島
で
の
生
活
が
、

政
治
の
道
に
進
む
原
点
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

髙
橋　
グ
ロ
ー
バ
ル
ノ
ー
ト
に
よ
る
「
世
界
の
女
性

　今号から始まる新企画「比嘉なつみ顧問と語る」は比嘉奈津美顧問と親交の深い国会議員、
その選挙区の連盟会長との鼎談から、比嘉顧問の人柄や魅力、政策を広く理解していただ
く連載です。1 回目は北海道第 11 区（新第 3 区）選出の中川郁子衆議院議員、藤田一雄
北海道歯科医師連盟会長との鼎談です。

藤田一雄 藤田一雄 
北海道歯科医師連盟会長北海道歯科医師連盟会長

比嘉奈津美 比嘉奈津美 
日本歯科医師連盟顧問・日本歯科医師連盟顧問・

参議院議員参議院議員

聞き手：
髙橋雅一 日本歯科医師連盟常任理事

お
二
人
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て

北海道歯科医師連盟 会長
藤田 一雄

札幌市出身
昭和24年8月30日生（74歳）

【略歴】
昭和49年　日本歯科大学 卒業
昭和49年　札幌医科大学
 口腔外科学講座入局
昭和52年　ゆうらく歯科診療所 開設
平成元年　医療法人社団有楽ビル
 フジタ歯科 理事長
平成 6 年　札幌歯科医師会 理事
平成18年　札幌歯科医師会 会長
令和元年　日本歯科医師連盟評議員会 議長
平成25年～現在
 医療法人社団典心会 理事長
平成27年～現在　北海道歯科医師会 会長
平成27年～現在　北海道歯科医師連盟 会長
平成27年～現在　北海道歯科医師
 　　　国民健康保険組合 理事長
令和 ５ 年～現在　日本歯科医師会 副会長

歯
科
医
師
連
盟
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て

政
策
に
つ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
の
歯
科
問
題
に
つ
い
て

女
性
議
員
比
率
に
つ
い
て
の
ご
意
見
と

女
性
議
員
と
し
て
進
め
た
い
政
策

資料：世界の女性議員割合 国別ランキング2024

（出典：https://www.globalnote.jp/post-3877.html）
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〈
４
面
か
ら
の
続
き
〉

極
的
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

　
私
は
全
国
の
歯
科
医
師
会
で
初
め
て
の
女
性
副
会

長
と
な
り
、
男
性
社
会
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
が
、

現
在
沖
縄
県
は
唯
一
の
女
性
会
長
が
誕
生
し
て
い
ま

す
。
女
性
活
躍
は
女
性
が
女
性
を
引
っ
張
る
と
い
う

こ
と
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

髙
橋　
今
後
新
た
に
や
っ
て
み
た
い
こ
と
、
あ
る
い

は
行
っ
て
み
た
い
国
な
ど
あ
り
ま
す
か
？

中
川　
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
行
き
た
い
で
す
。
衆
議
院
に

初
当
選
を
し
た
10
年
ほ
ど
前
、
日
本
の
関
係
法
人
が

支
援
す
る
幼
稚
園
の
方
と
農
園
を
視
察
し
、
一
緒
に

植
樹
を
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
で

は
、
そ
の
後
、
独
立
運
動
が
起
き
た
も
の
の
、
多
く

の
国
民
が
犠
牲
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
話
し
を
聞
い

て
い
ま
す
。
視
察
で
お
世
話
に
な
っ
た
関
係
者
や
一

緒
に
植
樹
を
し
た
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
ぶ
り
が
、
今
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
が
大
変
気
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
国
内
情
勢
次
第
で
は
あ
り
ま

す
が
、
も
う
一
度
訪
問
し
た
い
国
で
す
。

比
嘉　
行
っ
て
み
た
い
国
は
、
２
０
１
２
年
に
議
員

に
な
っ
て
か
ら
ま
っ
た
く
行
っ
て
い
な
い
ア
ジ
ア
、

特
に
歯
科
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
て
い
た
カ
ン
ボ
ジ

ア
に
行
き
た
い
で
す
。
20
年
以
上
前
の
カ
ン
ボ
ジ
ア

と
今
は
違
う
よ
う
な
の
で
訪
れ
て
み
た
い
で
す
よ
ね
。

沖
縄
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
、
沖
縄
か
ら
北
海
道
と
ほ
ぼ

同
じ
距
離
な
ん
で
す
。

藤
田　
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
の
歯
科
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
す
か
？

比
嘉　
２
０
０
７
年
か
ら
毎
年
２
度
ほ
ど
、
約
５
日

間
一
人
で
行
っ
て
い
ま
し
た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
ポ
ル

ポ
ト
政
権
が
終
わ
り
平
和
な
時
代
が
訪
れ
、
多
く
の

子
供
が
生
ま
れ
る
中
、
学
校
や
医
療
の
足
り
な
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
し
た
。
電
気
も
水
道
も
な
い
暗
い

教
室
の
窓
際
や
、
屋
外
の
木
陰
で
の
診
療
は
、
カ
リ

エ
ス
が
進
行
し
、
痛
み
が
強
い
乳
歯
の
抜
歯
中
心
の

処
置
で
し
た
。
毎
回
持
参
す
る
歯
ブ
ラ
シ
で
行
う
ブ

ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
は
、
年
々
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
者

が
増
え
充
実
し
た
も
の
に
な
り
ま
し
た
。
何
度
も
参

加
し
て
く
れ
た
の
が
、
現
沖
縄
県
歯
科
医
師
会
会
長

の
米
須
敦
子
先
生
で
し
た
。

髙
橋　
今
後
新
た
に
や
っ
て
み
た
い
こ
と
は
？

比
嘉　
歯
科
医
療
の
さ
ら
な
る
充
実
の
た
め
多
職
種

連
携
の
強
化
に
努
力
を
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
医

科
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
団
体
と
顔
の
見
え
る
繋
が

り
の
構
築
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

髙
橋　
本
日
は
貴
重
な
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

議
員
割
合 

国
別
ラ
ン
キ
ン
グ
２
０
２
４
」に
よ
る
と
、

上
位
国
に
は
キ
ュ
ー
バ
、
東
ア
フ
リ
カ
の
ル
ワ
ン
ダ
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
。
カ
ナ
ダ
が

42
位
、
米
国
が
79
位
、
お
隣
の
韓
国
が
１
３
３
位
、

日
本
は
１
４
８
位
（
16
％
）
と
、
女
性
の
占
め
る
割

合
は
依
然
と
し
て
低
い
で
す
（
資
料
）。

中
川　
女
性
議
員
の
比
率
を
高
め
る
た
め
、
自
民
党

で
は
様
々
な
部
門
で
議
論
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
現

職
の
女
性
議
員
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
施
策
が
有
効

な
の
か
、
同
僚
の
女
性
議
員
と
真
摯
に
議
論
を
し
て

い
き
た
い
で
す
。

藤
田　
女
性
議
員
と
し
て
今
後
進
め
て
い
き
た
い
政

策
は
あ
り
ま
す
か
？

比
嘉　
女
性
議
員
の
比
率
が
低
い
と
い
う
こ
と
に
関

し
、
自
民
党
は
政
治
分
野
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画

推
進
の
た
め
に
も
、
組
織
運
動
本
部
や
女
性
局
に
お

い
て
、
各
級
女
性
議
員
の
育
成
、
候
補
者
選
定
の
積

　今号から始まる新企画「比嘉なつみ顧問と語る」は比嘉奈津美顧問と親交の深い国会議員、
その選挙区の連盟会長との鼎談から、比嘉顧問の人柄や魅力、政策を広く理解していただ
く連載です。1 回目は北海道第 11 区（新第 3 区）選出の中川郁子衆議院議員、藤田一雄
北海道歯科医師連盟会長との鼎談です。

比嘉なつみ比嘉なつみ顧問顧問とと
語る語る

中川郁子 衆議院議員中川郁子 衆議院議員
（北海道 新第 3区）（北海道 新第 3区）

比嘉奈津美 比嘉奈津美 
日本歯科医師連盟顧問・日本歯科医師連盟顧問・

参議院議員参議院議員

自由民主党 衆議院議員
中川 郁子

新潟県出身
昭和33年12月22日生（65歳）

【略歴】
昭和56年 3 月　聖心女子大学
 外国語外国文学科卒業
昭和56年 4 月　三菱商事株式会社入社
平成23年 9 月　自由民主党
 北海道第11選挙区支部長
平成24年12月　衆議院議員選挙　当選1期
平成26年 ９月　農林水産大臣政務官
 （第二次安倍晋三内閣）
平成26年12月　衆議院議員選挙　当選2期
平成26年12月　農林水産大臣政務官
 （第三次安倍晋三内閣）
令和 3 年11月　衆議院議員選挙　当選3期
令和 6 年 現在
衆議院外務委員会 理事／衆議院農林水産委
員会 委員／衆議院地域活性化・こども政策・
デジタル社会形成に関する特別委員会委員／
衆議院北朝鮮による拉致問題等に関する特別
委員会委員／自由民主党内閣第一部会長代
理／自由民主党生活安全関係団体委員会委員
長／自由民主党水産総合調査会副会長

今
後
新
た
に
や
っ
て
み
た
い
こ
と
、

行
っ
て
み
た
い
国

※
写
真
右
よ
り
、
藤
田
一
雄 

北
海
道
歯

科
医
師
連
盟
会
長
、
比
嘉
奈
津
美 

日
本

歯
科
医
師
連
盟
顧
問
・
参
議
院
議
員
、 

中
川
郁
子 

衆
議
院
議
員
、
髙
橋
雅
一 

日

本
歯
科
医
師
連
盟
常
任
理
事
（
聞
き
手
）

　

　鼎談の行われた当日、十
勝歯科医師会管内の帯広市
においてシティデンタルミ
ーティングが開催された。
　冒頭、中川郁子 衆議院
議員による力のこもった挨
拶があり、続く比嘉顧問の
講演では、令和 6 年度の厚
労省における歯科保健医療

政策予算案の解説として、活用例の少ない歯科専門
職の業務の普及啓発・人材確保推進事業をはじめ各
補助金事業の具体例などの解説があった。
　続いて髙橋日歯連盟常任理事より日歯連盟活動報
告があり、連盟活動の重要性とメルマガ登録が呼び
かけられた。
　その後の質疑応答では多くの出席者より質問や要
望が寄せられ、大越日歯連盟副会長と比嘉顧問から
は、予定時間を超過しながら熱心かつ丁寧な回答が
なされた。

十勝シティデンタル
ミーティング

北　海　道

日　時：令和 6 年 3 月 9 日（土）　
場　所：北海道ホテル（帯広市）
参加者：50 名　
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日
本
歯
科
医
師
連
盟
は
、
歯
科
医
療
の
充
実
が
国
民
の
健
康

増
進
、
疾
病
の
重
症
化
予
防
に
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
結
果
的

に
国
民
医
療
費
が
抑
制
で
き
る
観
点
か
ら
、
日
本
歯
科
医
師
会

と
密
接
に
連
携
し
、
持
続
可
能
な
国
民
皆
保
険
制
度
の
た
め
の

事
業
を
展
開
す
る
。　

　

こ
の
基
本
方
針
を
実
現
す
る
た
め
に
歯
科
医
療
の
重
要
性
を

理
解
並
び
に
認
識
す
る
議
員
と
の
連
携
を
更
に
強
化
し
、
各
種

政
策
に
反
映
さ
せ
社
会
へ
強
く
発
信
で
き
る
よ
う
に
注
力
す
る
。

　

令
和
６
年
度
は
依
然
と
し
て
各
種
新
型
感
染
症
に
つ
い
て
警

戒
が
必
要
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
故
、
感
染
対
策
等
の

政
府
・
厚
労
省
の
政
策
実
現
の
た
め
、
日
歯
連
盟
と
し
て
の
連

盟
活
動
を
推
進
す
る
。
ま
た
課
題
で
も
あ
る
医
科
歯
科
格
差
の

是
正
を
含
む
適
正
な
診
療
報
酬
の
評
価
実
現
に
向
け
活
動
す
る
。

令
和
７
年
に
行
わ
れ
る
第
27
回
参
議
院
比
例
代
表
選
挙
に
つ
い

て
は
連
盟
活
動
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
全
国
の
都
道
府
県
歯

連
盟
と
の
協
力
体
制
の
構
築
を
図
る
。

　

連
盟
の
組
織
運
営
と
し
て
は
、
前
年
度
に
引
き
続
き
法
令
を

遵
守
し
組
織
の
健
全
性
を
確
保
す
る
。
ま
た
会
員
対
策
と
し
て
、

会
員
数
の
減
少
や
組
織
率
の
低
下
に
対
す
る
対
策
を
推
進
す
る
。

　
「
政
治
セ
ミ
ナ
ー
」
は
、
今
年
度
も
継
続
し
て
行
い
、
会
員
の

政
治
論
や
選
挙
論
の
習
熟
を
通
じ
て
連
盟
活
動
へ
の
更
な
る
意

識
高
揚
を
図
る
。
同
時
に
日
本
歯
科
医
師
会
の
掲
げ
る
課
題
を

具
現
化
す
る
た
め
、
日
歯
連
盟
会
員
の
共
通
認
識
を
深
め
連
盟

活
動
を
推
進
す
る
。

　

以
上
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
以
下
の
諸
事
業
を
展
開
す
る
。

１．第27回参議院議員通常選挙と各種地方選挙並びに国政選挙への対応
 各種地方選挙について、会員立候補者を中心に本連盟及び都道府県歯科医師連盟の推薦候補への支援体 
 制を強化する。また令和７年の第２７回参議院議員通常選挙の準備を着実に進める。

２．国民皆歯科健診実現への支援
 政府の骨太の方針 2022 に記載された「いわゆる国民皆歯科健診」実現推進に向け、国民や国会議員など 
 各方面に、より一層の理解が進むよう活動を進めていく。

３．地方自治体議員、首長選挙への支援
 都道府県歯科医師連盟から推薦依頼のあった候補者を規約・規則等に基づいて支援する。

４．日歯連盟主催『デンタルミーティング』開催の拡充推進
 政策推進部会活動計画に則り、日歯連盟主催の『デンタルミーティング』開催を強力に推し進める。また『デ 
 ンタルミーティング』のみならず、郡市区歯科医師連盟単位での『シティデンタルミーティング』と『個 
 別デンタルミーティング』も進める。

５．都道府県歯科医師連盟との連携強化及び『デンタルミーティング』開催への支援
 都道府県歯科医師連盟との相互協力を更に推進し、連携を強化すると共に、都道府県歯科医師連盟によ 
 る『デンタルミーティング』開催を支援し、推薦議員の歯科医療への理解を一層高めることに資する活動 
 を行う。

６．国会議員等のパーティーや各種勉強会への積極的な参加
 歯科への理解を更に深めてもらう啓発・普及活動を幅広く展開し、基本方針に掲げた目的を実現させる 
 ため、議員主催のパーティーや勉強会に積極的に参加し、また国会議員との懇談会なども行い、国民歯 
 科医療への理解促進に努める。

７．歯科に理解を示す国会議員との情報交換及び支援体制について
 本連盟の基本方針に則り、歯科に理解を示す衆参国会議員との緊密な連携を図り、円滑な政治活動を 
 支援する。

８．歯科医師議員連盟の組織の充実と連携の強化
 本連盟は歯科医療充実のため、会員である各種議員・首長で構成される同連盟の充実を図ると共に、連 
 携を強化する。

９．関係団体・機関との相互理解と協力の強化
 基本方針に掲げた目的を実現するため、政党をはじめ関係諸団体・機関との交流を深め、連携協力体制 
 を強化し、様々な活動を展開する。

10．全国歯科大学歯学部同窓・校友会との連携強化
 本連盟の基本方針に則り、全国歯科大学歯学部同窓・校友会と緊密な連携を更に推進する。

11．情報開示の推進、外部広報活動の推進
 『日歯連盟広報』、『ホームページ』、『Facebook』等各種媒体を拡充させ、本連盟の歯科医療に対する考え 
 方を国民等に広報する。

【対外事業】

【対内事業】

令
和
６
年
度
　

事
業
計
画

第
２
号
議
案

正会員 23,000円（年額）

日本歯科医師連盟会計規則第14条の二に該当する正会員 11,500円（年額） 

注記：本年 6 月末日までに納入するものとする。

（自　令和6年4月1日／至　令和7年3月31日）

第3号議案

令和6年度会費の額並びに徴収時期
１．日本歯科医師会との連携・協力
 公益社団法人日本歯科医師会との毎月行う合同会議等を通じて共通認識を高め、連携強化を図る。

２．日歯連盟規約・規則・規程等の改正の検討　
 令和 4 年度に行った連盟規約・規則・規程の検証並びに検討を引き継ぎ、必要に応じた改正を行う。

３．会員増強活動の推進
 都道府県歯科医師連盟の協力を得て本連盟の基盤となる新入会員の入会促進を図ると共に、PT を作り 
 未入会対策を強力に推進し、会員増強を図る。対象者を拡大した『デンタルミーティング』、小規模で身 
 近な『シティデンタルミーティング』もその一助となるように推進する。

４．政治・選挙セミナーの開催
 政治の意義、連盟活動の充実を目指し、都道府県歯科医師連盟の実務者や若手会員を対象に、各界講師 
 を招聘して政治論、選挙論や政治資金規正法・公職選挙法等も含めたセミナー勉強会を開催する。

５．広報活動の強化・推進
 『日歯連盟広報』、『ホームページ』或いは『メールマガジン』等を拡充して本連盟の活動状況等を、会員 
 に広報する。また業界紙などの媒体も活用して歯科医療従事者に対しても広報活動を展開する。

６．役員勉強会の開催
 歯科医療に係る国の政策決定過程を踏まえ、新たなる課題を解決するため、連盟活動の在り方等について、 
 役員間で知識・認識を共有する勉強会を開催する。

７．会員への情報開示の適切な推進
 組織の意思決定・会務執行過程、予算執行状況等を様々なツールを利用し、今後も、より解りやすい形 
 での会員への情報開示を進める。

８．事務局機能の体制強化　
 事務局の人材の適正配置・育成と効率化を進めているところである。今後も業務の増大が見込まれるため、 
 管理部、事業部の機能分化も含め、更に強化・推進する。

９．電子化による業務効率の改善とペーパーレス化の推進　
 会議等の効率化と、事務局内の文書や資料書類・請求書・掲示物などの資料を活用しやすいように電子 
 化して保存、保管を行うことで、業務効率の改善を更に一段と推進する。

日歯連盟広報172号特別付録

診療室に貼ってご利用ください！診療室に貼ってご利用ください！

令和 6年 6月より

保険治療で入れることができる

「白い歯」
の適応範囲が広がります

（詳細は当院にお尋ねください）

日歯連盟広報第 172 号     令和 6年 5月 15 日付［付録］

歯科健診に行きましょう
日本歯科医師連盟

日歯連盟広報第 172 号     令和 6年 5月 15 日付［付録］

どちらが良いですか︖
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科　　目 令 和 6 年 度
予 算

令 和 5 年 度
予 算

第一款 経 常 経 費 236,749,000 259,220,000 

 第一項
役 員 報 酬 ・ 
賞 与 ・
傷 害 保 険 料

106,003,000 109,751,000 

 第二項 評議員委員等
傷 害 保 険 料 1,284,000 1,284,000 

 第三項 職 員 人 件 費 77,208,000  88,668,000 

 第四項 光 熱 水 費 ・ 
備品消耗品費 10,632,000 11,870,000 

 第五項 事 務 所 費 41,622,000 47,647,000 
第二款 政 治 活 動 費 741,601,000 707,890,000 
 第一項 評 議 員 会 費 12,299,000 18,639,000 
 第二項 会 長 会 議 費 14,326,000 19,109,000 

 第三項 常任理事会・
理 事 会 費 26,738,000 25,481,000 

 第四項 諸 会 議 費 39,266,000 39,828,000 
 第五項 連絡協議会費 2,885,000 2,529,000 

 第六項 時 局 対 策
本 部 会 費 2,000 2,000 

 第七項 選挙対策推進
本 部 会 費 1,488,000 1,488,000 

 第八項 監 事 会 費 1,658,000 1,051,000 

 第九項 会 務 運 営
関 係 費 7,725,000 10,351,000 

 第十項 医 政 対 策 費 248,776,000 248,776,000 

 第十一項 地 方 政 治
活 動 費 235,390,000 193,427,000 

 第十二項 交 際 費 13,600,000 15,100,000 
 第十三項 旅 費 34,929,000 30,679,000 
 第十四項 広 報 費 49,969,000 48,880,000 
 第十五項 調 査 研 究 費 1,550,000 1,550,000 
 第十六項 寄 附 金 50,000,000 50,000,000 
 第十七項 雑 費 1,000,000 1,000,000 

科　　目 令 和 6 年 度
予 算

令 和 5 年 度
予 算

第一款 会 費 941,560,000 967,136,000 
 第一項 当 年 度 会 費 937,560,000 963,136,000 
 第二項 過 年 度 会 費 4,000,000 4,000,000 
第二款 寄 附 金 1,000 1,000 
 第一項 寄 附 金 1,000 1,000 
第三款 雑 収 入 2,630,000 2,582,000 
 第一項 広 告 収 入 2,619,000 2,571,000 
 第二項 預 金 利 息 10,000 10,000 
 第三項 雑 入 1,000 1,000 
第四款 繰 入 金 収 入 100,000,000 100,000,000 

 第一項 運営基金積立金
会 計 繰 入 金 100,000,000 100,000,000 

当 年 度 収 入 合 計 1,044,191,000 1,069,719,000 

第五款 前 年 度 繰 越
収 支 差 額 50,000,000 50,000,000 

 第一項 前 年 度 繰 越
収 支 差 額 50,000,000 50,000,000 

収　　入　　合　　計 1,094,191,000 1,119,719,000 

収入の部

支出の部

第4号議案

第6号議案

第7号議案

第5号議案
（自　平成6年4月1日／至　令和7年3月31日）

（自　平成6年4月1日／至　令和7年3月31日）

（自　平成6年4月1日／至　令和7年3月31日）

（自　平成6年4月1日／至　令和7年3月31日）

令和6年度一般会計収支予算

令和6年度役員退職金積立金会計収支予算

令和6年度運営基金積立金会計収支予算

令和6年度選挙関係管理会計収支予算

科　　目 令 和 6 年 度
予 算

令 和 5 年 度
予 算

第一款 繰 入 金 15,003,000 50,001,000 

 第一項 一 般 会 計
繰 入 金 15,003,000 50,001,000

第二款 雑 収 入 10,000 10,000 
 第一項 預 金 利 息 10,000 10,000 
当 年 度 収 入 合 計 15,013,000 50,011,000 

第三款 前 年 度 繰 越
収 支 差 額 240,000,000 193,601,000 

 第一項 前 年 度 繰 越
収 支 差 額 240,000,000 193,601,000 

収　　入　　合　　計 255,013,000 243,612,000 

科　　目 令 和 6 年 度
予 算

令 和 5 年 度
予 算

第一款 経 常 経 費 1,000 1,000 

第二款 政 治 活 動 費 7,100,000 37,100,000 

 第一項 選 挙 関 係 費 7,100,000 37,100,000 

第三款 繰 出 金 1,000 1,000 

 第一項
運 営 基 金
積 立 金
会 計 繰 出 金

1,000 1,000 

第四款 予 備 費 247,911,000 206,510,000 

 第一項 予 備 費 247,911,000 206,510,000 

支　　出　　合　　計 255,013,000 243,612,000 

収入の部

支出の部

科　　目 令 和 6 年 度
予 算

令 和 5 年 度
予 算

第一款 繰 入 金 26,400,000 27,500,000

 第一項 一 般 会 計
繰 入 金 26,400,000 27,500,000

第二款 雑 収 入 10,000 10,000 

 第一項 預 金 利 息 10,000 10,000 

当 年 度 収 入 合 計 26,410,000 27,510,000 

第三款 前 年 度 繰 越
収 支 差 額 83,000,000 101,931,000 

 第一項 前 年 度 繰 越
収 支 差 額 83,000,000 101,931,000 

収　　入　　合　　計 109,410,000 129,441,000 

科　　目 令 和 6 年 度
予 算

令 和 5 年 度
予 算

第一款 繰 入 金 24,438,000 25,107,000 

 第一項 一 般 会 計
繰 入 金 24,438,000 25,107,000

第二款 雑 収 入 10,000 10,000 

 第一項 預 金 利 息 10,000 10,000 

当 年 度 収 入 合 計 24,448,000 25,117,000 

第三款 前 年 度 繰 越
収 支 差 額 1,595,000,000 1,701,149,000 

 第一項 前 年 度 繰 越
収 支 差 額 1,595,000,000 1,701,149,000 

収　　入　　合　　計 1,619,448,000 1,726,266,000 

科　　目 令 和 6 年 度
予 算

令 和 5 年 度
予 算

第一款 経 常 経 費 1,000 53,610,000 

 第一項 役 員 退 職
慰 労 金 1,000 53,610,000 

科　　目 令 和 6 年 度
予 算

令 和 5 年 度
予 算

第一款 繰 出 金 100,000,000 100,000,000

 第一項 一 般 会 計
繰 出 金 100,000,000 100,000,000 

第二款 予 備 費 1,519,448,000 1,626,266,000 

 第一項 予 備 費 1,519,448,000 1,626,266,000 

支　　出　　合　　計 1,619,448,000 1,726,266,000 

収入の部

収入の部

支出の部

支出の部

第三款 繰 出 金 65,841,000 102,609,000 

 第一項 選挙関係管理
会 計 繰 出 金 15,003,000 50,001,000 

 第二項
役 員 退 職
金 積 立 金
会 計 繰 出 金

26,400,000 27,500,000 

 第三項
運 営 基 金
積 立 金
会 計 繰 出 金

24,438,000 25,107,000 

第四款 予 備 費 50,000,000 50,000,000 
 第一項 予 備 費 50,000,000 50,000,000 

支　　出　　合　　計 1,094,191,000 1,119,719,000 

日本歯科医師連盟
令和6年度各会計収支予算

　本連盟第151回評議員会で可決・承認された令和6年度
の4会計の収支予算は次のとおり。
　なお、会計期間は令和6年4月1日から令和7年3月31日
まで。

（※紙面の都合上、第1号議案の令和5年度一般会計収支補正
予算と各会計予算の摘要欄は割愛させていただきました）

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

第二款 予 備 費 109,409,000 75,831,000 

 第一項 予 備 費 109,409,000 75,831,000 

支　　出　　合　　計 109,410,000 129,441,000 

ひがなつみ後援会ひがなつみ後援会
山田 宏 後援会山田 宏 後援会

以下の QR コードからご入会いただけます。

入会のお願い

山田 宏 後援会

ひがなつみ後援会
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一
世
出
版

松
久
保
隆
・
齋
藤
淳
・
松
久
保
美
和

　
編
著

編 著 松久保 隆／齋藤 淳／松久保 美和
著 國母 敬子／田口 ななこ／藤森 瑠依／山田 美穂
 田島 菜穂子／鈴木 恵子／竹之内 茜／大谷 悦世

歯科医師・歯科衛生士のための歯科医師・歯科衛生士のための
超音波デブライドメント

第３版

2024年度から健康日本 21（第三次）が始まり、歯・

口腔の健康のうち予防・健康づくりの推進と関係の強

いものとして、３つの項目が共通の目標として設定さ

れています。これらの目標の達成には、歯科診療室に

おける成人の予防管理のなかで超音波デブライドメン

トは最も重要な方法です。

　本書は超音波デブライドメントに必要な内容のすべ

てが網羅されています。本書を活用していただいて、

成人の口腔機能維持が人々のQOLの向上にこれまで

以上に貢献できることを願っています。（「はしがき」より）

感染症対策の内容を大幅加筆！

　

４
月
２
日
の
参
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
で
の
質
問
冒
頭

に
、
私
は
能
登
半
島
地
震
で
初
め
て
日
本
歯
科
医
師
会
が

全
国
の
歯
科
医
師
の
協
力
で
派
遣
し
た
Ｊ
Ｄ
Ａ
Ｔ
（
日
本

災
害
歯
科
支
援
チ
ー
ム
）
の
活
躍
に
触
れ
、
濱
地
厚
労
副

大
臣
（
当
日
は
武
見
大
臣
は
欠
席
）
も
「
厚
労
省
は
Ｊ
Ｄ

Ａ
Ｔ
と
連
携
し
て
活
動
し
た
」
と
、
Ｊ
Ｄ
Ａ
Ｔ
の
存
在
と

活
躍
を
国
と
し
て
し
っ
か
り
認
知
し
て
い
る
答
弁
が
あ
っ

た
。

　

そ
の
上
で
昨
今
の
地
震
頻
発
を
踏
ま
え
、
私
は
「
医
科

と
違
い
歯
科
の
場
合
は
、災
害
時
の
診
療
に
一
定
の
機
材
、

さ
ら
に
発
電
機
や
浄
水
器
、
そ
し
て
悪
路
で
も
そ
れ
を
運

搬
で
き
る
車
両
を
含
め
た
『
災
害
用
歯
科
診
療
車
』
の
整

備
が
必
要
」
と
指
摘
し
、
令
和
２
年
度
に
都
道
府
県
に
整

備
さ
れ
た
歯
科
用
ポ
ー
タ
ブ
ル
ユ
ニ
ッ
ト
の
更
新
と
と
も

に
「
災
害
用
歯
科
診
療
車
」
の
導
入
を
求
め
た
。

　

濱
地
副
大
臣
か
ら
は
「
そ
の
よ
う
な
機
材
は
、
災
害
時

だ
け
で
な
く
平
時
に
お
い
て
も
、
そ
の
活
用
方
法
に
ど
の

よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
ま
ず
可
能
性
を
し
っ
か
り
検
討

し
、
都
道
府
県
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い

き
た
い
」
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
「
災
害
用
歯

科
診
療
車
」
は
い
ざ
と
い
う
時
の
備
え
で
は
あ
る
が
、
国

の
予
算
の
有
効
な
活
用
と
い
う
視
点
か
ら
は
、
平
時
の
有

効
な
活
用
方
法
を
考
え
る
こ
と
は
必
要
な
こ
と
だ
。

　
「
災
害
用
歯
科
診
療
車
」
の
平
時
で
の
有
効
活
用
に
つ

い
て
は
、
今
年
の
新
潟
県
歯
科
医
師
連
盟
の
新
年
会
で
隣

席
の
花
角
知
事
と
意
見
交
換
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。「
平

時
の
管
理
は
県
が
責
任
を
持
っ
て
管
理
し
、
地
元
の
歯
科

医
師
会
と
連
携
し
て
高
齢
者
等
へ
の
訪
問
診
療
や
拡
大
す

る
無
歯
科
医
地
区
で
の
巡
回
診
療
な
ど
に
も
活
用
で
き
な

い
か
」
と
提
案
し
た
と
こ
ろ
、
知
事
か
ら
は
「
ぜ
ひ
考
え

て
み
た
い
」
と
非
常
に
前
向
き
な
お
話
を
い
た
だ
い
た
。

　

消
防
庁
出
身
と
い
う
危
機
管
理
の
専
門
家
な
ら
で
は
の 

花
角
知
事
の
反
応
に
改
め
て
感
心
す
る
と
と
も
に
、
知
事

と
良
好
な
関
係
を
築
い
て
こ
ら
れ
た
松
崎
会
長
を
は
じ
め

新
潟
県
歯
科
医
師
連
盟
の
日
頃
の
ご
努
力
の
賜
物
と
思
っ
た
。

「
災
害
用
歯
科
診
療
車
」

導
入
を
！ 

国
会
で
質
疑

参
議
院
議
員
　
山
田
　
宏 ㉒

歯
科
医
で
な
い

「
歯
科
議
員

歯
科
議
員
」が
挑
む
！

ア
メ
リ
カ
の
調
査
で
「
人
は
行
っ
た
こ
と
が
な
い
場
所
に

行
く
な
ど
探
索
の
度
合
い
が
高
い
日
に
は
、
よ
り
幸
せ

を
感
じ
る
」
と
い
う
研
究
が
発
表
さ
れ
た
。
脳
科
学
の
観
点

か
ら
見
る
と
は
じ
め
て
の
景
色
や
新
し
い
人
々
と
の
交
流
は

脳
を
活
性
化
さ
せ
、
日
常
と
違
う
周
囲
の
こ
と
に
注
意
が
向

く
ド
ー
パ
ミ
ン
が
放
出
さ
れ
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
な
る
そ
う
だ
。

　
私
も
令
和
５
年
12
月
７
日
に
次
期
参
議
院
議
員
選
挙
の
組

織
代
表
決
定
後
、
各
県
の
デ
ン
タ
ル
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
は
じ

め
と
す
る
会
議
等
で
全
国
を
行
脚
し
多
く
の
歯
科
関
係
者
と

お
会
い
し
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら
っ
て
い
る
。
非
常
に
充
実
し

た
日
々
を
送
っ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
、
全
国
を
ま
わ
り
現

場
の
声
を
耳
に
す
る
と
解
決
に
向
け
身
が
引
き
締
ま
る
。
そ

し
て
、
よ
く
国
外
を
旅
し
て
い
た
私
は
日
本
の
交
通
手
段
の

充
実
さ
を
体
感
し
、
良
い
意
味
で
日
本
を
小
さ
く
感
じ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
。

　
し
か
し
、
元
旦
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
に
よ
り
、
幹

線
道
路
の
亀
裂
や
液
状
化
で
交
通
が
寸
断
さ
れ
物
資
輸
送
や

救
助
活
動
が
妨
げ
ら
れ
、
津
波
に
よ
り
港
が
壊
滅
し
た
状
況

を
目
に
し
た
時
、
現
実
は
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
こ
と
を
思
い
知

ら
さ
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
日
本
歯
科
医
師
会
が
中
心
と

な
り
Ｊ
Ｄ
Ａ
Ｔ
（
日
本
災
害
歯
科
支
援
チ
ー
ム
）
に
よ
り
、

避
難
所
な
ど
慣
れ
な
い
環
境
下
で
平
時
と
同
じ
口
腔
ケ
ア
が

で
き
な
い
被
災
者
へ
の
対
応
を
行
っ
た
。
災
害
関
連
死
等
を

防
ぐ
た
め
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
踏
ま
え
準
備
し
て
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
の
活
動
で
あ
る
。

　
令
和
２
年
度
に
国
土
強
靱
化
の
取
り
組
み
と
し
て
、
災
害

時
に
口
腔
ケ
ア
等
の
歯
科
保
健
活
動
の
実
施
に
必
要
な
災
害

用
ポ
ー
タ
ブ
ル
歯
科
ユ
ニ
ッ
ト
を
各
都
道
府
県
に
配
布
へ
、

約
４
億
７
千
万
円
の
予
算
が
つ
い
た
が
、
そ
の
ポ
ー
タ
ブ
ル

も
数
年
が
す
ぎ
、
地
震
が
頻
発
す
る
中
、
歯
科
診
療
車
な
ど

を
政
府
に
申
し
入
れ
、
平
時
も
こ
の
機
材
を
活
用
し
無
歯
科

医
地
区
に
巡
回
を
さ
せ
る
な
ど
都
道
府
県
と
連
携
を
し
、
一

人
で
も
多
く
の
健
康
を
守
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

　
い
つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
、
そ
の
時
に
孤

立
集
落
を
生
ま
な
い
イ
ン
フ
ラ
の
強
化
、
国
民
一
人
ひ
と
り

が
災
害
を
「
自
分
ご
と
」
と
し
て
捉
え
、
非
常
食
の
備
蓄
な

ど
も
行
い
な
が
ら
、
国
土･

医
療
の
強
化
を
す
る
べ
き
で
あ

る
。

人
と
し
て

　 

歯
科
医
師
と
し
て

　
　
　
政
治
家
と
し
て

人
と
し
て

　 

歯
科
医
師
と
し
て

　
　
　
政
治
家
と
し
て

成
す
べ
き
こ
と

成
す
べ
き
こ
と
9

医
療
強
靱
化
を
め
ざ
し

参議院議員

比嘉なつみ

ザ・選挙情報！ザ・選挙情報！ザ・選挙情報！ザ・選挙情報！

　
「
健
康
寿
命
日
本
一
」
を
掲
げ
る
美
濃
加
茂
市
（
藤
井
浩
人
市

長
）
な
ら
び
に
加
茂
歯
科
医
師
会
（
河
村
二
郎
会
長
）
は
、
18

〜
74
歳
の
市
民
約
３
万
７
千
人
を
対
象
に
、
希
望
者
が
年
１
回

無
料
で
歯
科
健
診
を
受
け
ら
れ
る
「
市
民
皆
歯
科
健
診
」
を
令

和
６
年
４
月
か
ら
開
始
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
健
康
増
進
法
に
基
づ
き
20
歳
か
ら
５
歳
刻
み
の
年

齢
を
対
象
に
行
っ
て
い
た
歯
周
病
検
診
を
独
自
に
充
実
さ
せ
た

も
の
。
か
ね
て
よ
り
口
腔
と
全
身
と
の
関
連
に
興
味
を
示
し
て

い
た
藤
井
市
長
だ
が
、
シ
テ
ィ
デ
ン
タ
ル
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど

の
連
盟
活
動
と
地
元
の
先
生
方
の
日
頃
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
口

腔
保
健
に
関
す
る
知
見
が
市
政
で
深
め
ら
れ
た
結
果
だ
ろ
う
。

　

い
わ
ゆ
る
国
民
皆
歯
科
健
診
構
想
が
現
実
味
を
帯
び
る
な
か
、

全
国
初
の
取
組
み
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

市民皆歯科健診はじまる！
美濃加茂市（岐阜県）

全 国 初

河村二郎 加茂歯科医師会会長（左）
藤井浩人 美濃加茂市市長（右）

投票日 選　挙　名 都道府県
5 月 26 日 東京都議会議員補欠選挙 東京都
5 月 26 日 静岡県知事選挙 静岡県
5 月 26 日 静岡県議会議員補欠選挙 静岡県
6 月 16 日 沖縄県議会議員選挙 沖縄県
7 月 7 日 東京都知事選挙 東京都
7 月 7 日 東京都議会議員補欠選挙 東京都
7 月 7 日 鹿児島県知事選挙 鹿児島県
7 月 7 日 鹿児島県議会議員補欠選挙 鹿児島県

※令和 6 年 6 月 9 日に行われる栃木県鹿沼市長選挙に、
会員の小林幹夫氏が立候補予定。

　

５
月
８
日
（
水
）
開
催
の
第

13
回
理
事
会
に
お
い
て
、
週
刊

新
潮
５
月
２
・
９
日
号
掲
載
記

事
「
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｙ
」
の
内
容

に
つ
い
て
、
事
実
と
著
し
く
異

な
っ
た
内
容
を
掲
載
し
た
と
し

て
、
新
潮
社
が
直
ち
に
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
上
に
投
稿
し
て
い
る

記
事
を
削
除
し
、
直
近
発
売
の

週
刊
新
潮
誌
面
に
記
事
の
訂
正

と
謝
罪
文
の
掲
載
を
求
め
る
通

知
書
（
抗
議
文
）
を
新
潮
社
に

送
付
す
る
こ
と
を
議
決
し
た
。

第
13
回
理
事
会
に
て

新
潮
社
に
通
知
書

（
抗
議
文
）送
付
を
議
決


